
協
同
組
合
と
い
う

虹
の
も
と
、

大
都
市
に
深
く

根
を
張
り
そ
び
え
る

大
樹
の
よ
う
な

Ｊ
Ａ
で

あ
り
た
い

―

2
0
2
3
年

3
0
0
9
月
号

NO.

JAさっぽろコミュニケーションマガジン
「にじのたいじゅ」

今
月
の
特
集

創
刊
3
0
0
号
記
念

広
報
誌「
虹
の
大
樹
」の
あ
ゆ
み

女
性
部
本
部
役
員

日
帰
り
現
地
研
修

滝野メークインを収穫する吉川千春さん
Photo by SOGA Takahiro





















　

さ
と
ら
ん
ど
で
開
催
さ
れ
る

「
た
ま
ね
ぎ
フ
ェ
ア
２
０
２
３
」

で
は
、
Ｊ
Ａ
さ
っ
ぽ
ろ
女
性
部
と

Ｊ
Ａ
さ
っ
ぽ
ろ
青
年
部
の
ブ
ー
ス

を
そ
れ
ぞ
れ
出
店
し
ま
す
。

　

女
性
部
ブ
ー
ス
で
は
、
女
性
部

員
の
皆
さ
ん
が
腕
に
よ
り
を
か
け

て
作
る
特
製
「
豚
汁
」
を
販
売

し
、
青
年
部
ブ
ー
ス
で
は
、
青
年

部
員
が
生
産
し
た
た
ま
ね
ぎ
（
規

格
外
品
）
の
詰
め
放
題
を
実
施
し

ま
す
。
ど
ち
ら
の
ブ
ー
ス
も
1
日

限
り
の
出
店
で
す
。
皆
さ
ま
の
ご

来
場
を
心
よ
り
お
待
ち
し
て
い
ま

す
！

NEWS

青年
部&女性部

 �9月23 日土・祝　10：00〜16：00�
※「たまねぎフェア」は 9/23〜24 の 2 日間の開催です。�
※�女性部・青年部ブースともに、商品がなくなり次第�
終了いたしますので、予めご了承ください。

 �さとらんど交流館�
札幌市東区丘珠町 519-1　�
※第 6駐車場をご利用ください。

開催
日時

開催
場所

さとらんど「たまねぎフェア2023」

　

9
月
26
日
（
火
）
〜
9
月
30
日

（
土
）
の
5
日
間
、
Ｊ
Ａ
さ
っ
ぽ
ろ

青
年
部
が
2023



さ
っ
ぽ
ろ
オ
ー

タ
ム
フ
ェ
ス
ト
「
産
地
と
あ
な
た
を

つ
な
ぐ
お
肉
じ
ゅ
っ
丁
目
」
会
場

（
大
通
西
10
丁
目
）
内
に
、
フ
ァ
ー

マ
ー
ズ
マ
ー
ケ
ッ
ト
を
出
店
し
ま
す
。

さ
っ
ぽ
ろ
オ
ー
タ
ム
フ
ェ
ス
ト
へ
の

出
店
は
初
の
試
み
。
札
幌
や
石
狩
の

新
鮮
な
野
菜
を
広
く
ア
ピ
ー
ル
し
よ

う
と
、
青
年
部
、
事
務
局
が
準
備
を

進
め
て
い
ま
す
。

　

当
日
は
、
ポ
ー
ラ
ス
タ
ー
（
ほ
う

れ
ん
草
）、
小
松
菜
、
札
玉
（
札
幌

黄
・
F
1
）、
レ
タ
ス
な
ど
の
野
菜

の
ほ
か
、
北
海
道
小
林
牧
場
物
語
の

む
ヨ
ー
グ
ル
ト
や
札
幌
黄
た
ま
ね
ぎ

ス
ー
プ
と
い
っ
た
加
工
品
も
並
ぶ
予

定
で
す
。

　

肉
料
理
と
街
ナ
カ
ア
ウ
ト
ド
ア
を

Ｊ
Ａ
さ
っ
ぽ
ろ
青
年
部
が

オ
ー
タ
ム
フ
ェ
ス
ト
に
初
出
店

丹
精
こ
め
て
生
産
し
た
農
畜
産
物
を
販
売
し
ま
す

テ
ー
マ
に
し
た
同
会
場
に
は
、
道
内

各
地
か
ら
人
気
店
が
多
数
出
店
！
ご

来
場
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

私たちがお待ちしています！

女性
部考
案の

札幌
豚汁
！

さ
と
ら
ん
ど
で

「
た
ま
ね
ぎ
フ
ェ
ア
２
０
２
3
」
開
催

札
幌
の
農
畜
産
物
を
使
用
し
た

女
性
部
特
製
の「
豚
汁
」と

青
年
部
が
生
産
し
た
た
ま
ね
ぎ
を
販
売
し
ま
す
！

女性部の豚汁は、女性部の豚汁は、
11：00〜の販売です。11：00〜の販売です。

2023さっぽろオータムフェスト
産地とあなたをつなぐお肉じゅっ丁目
ファーマーズマーケット
期間  �2023 年 9 月 8 日金～9月 30 日土�

※�ＪＡさっぽろ青年部の出店は�
9 月 26 日火～9月 30 日土の 5日間です

場所  大通西 10 丁目　
時間  ��10：00～20：30 �

※売り切れ次第、閉店
オータムフェスト2023 の

詳細はコチラから ▶

青年部の出店は
16：00までです。
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●● 組合員組合員さんのさんの活動活動をを紹介紹介しますします！！

7
月
21
日（
金
）「
大
浜
み
や
こ
」
初
セ
リ

5
玉
で
8
万
円
の
最
高
値

　

札
幌
市
手
稲
山
口
や
石
狩
市
の
一
部
で
栽
培
さ
れ
る
ブ

ラ
ン
ド
か
ぼ
ち
ゃ
「
大
浜
み
や
こ
」
の
初
セ
リ
で
は
、
秀

品
5
玉
（
10
キ
ロ
）
に
昨
年
を
1
万
円
上
回
る
8
万
円
の

最
高
値
が
つ
き
ま
し
た
。
今
年
は
ほ
ぼ
例
年
並
み
の
初
出

荷
と
な
り
、
完
全
に
熟
し
た
糖
度
の
高
い
か
ぼ
ち
ゃ
に
仕

上
げ
ま
し
た
。

　

現
在
、「
大
浜
み
や
こ
」
は
8
戸
の
生
産
者
が
栽
培
。

育
苗
研
修
会
か
ら
圃
場
検
見
、
目
揃
会
、
糖
度
検
査
、
圃

場
の
中
間
確
認
ま
で
全
生
産
者
で
行
い
、
検
査
員
に
よ
る

厳
格
な
基
準
を
ク
リ
ア
し
た
品
質
の
良
い
か
ぼ
ち
ゃ
だ
け

を
「
大
浜
み
や
こ
」
と
し
て
市
場
へ
出
荷
し
て
い
ま
す
。

　
「
大
浜
み
や
こ
」
は
同
地
区
の
水
は
け
の
良
い
砂
地
と

一
日
の
寒
暖
差
を
活
か
し
た
栽
培
を
行
な
い
、
糖
度
が
高

く
粉
質
に
優
れ
て
い
る
の
が
特
徴
。
今
年
は
約
80
～
100
ト

ン
の
収
穫
を
見
込
ん
で
お
り
、
9
月
中
旬
頃
ま
で
出
荷
さ

れ
る
予
定
で
す
。

　
Ｊ
Ａ
さ
っ
ぽ
ろ
果
実
部
会
長
の
松
森
剛
さ
ん
は
「
完
全

に
熟
し
た
甘
く
て
お
い
し
い
か
ぼ
ち
ゃ
を
出
荷
出
来
ま
し

た
。
か
ぼ
ち
ゃ
を
薄
く
切
り
素
揚
げ
を
し
て
、
ポ
テ
ト

チ
ッ
プ
ス
み
た
い
に
食
べ
る
の
も
美
味
し
い
で
す
よ
」
と

話
し
て
い
ま
し
た
。

8
月
1
日（
火
）「
サ
ッ
ポ
ロ
ス
イ
カ
」初
セ
リ

2
玉
で
1
万
円
の
最
高
値

　

札
幌
市
手
稲
地
区
の
特
産
品
「
サ
ッ
ポ
ロ
ス
イ
カ
」
の

初
セ
リ
で
は
、
秀
品
2
玉
（
3
L
サ
イ
ズ
）
に
1
万
円
の

最
高
値
が
つ
き
ま
し
た
。

　
「
サ
ッ
ポ
ロ
ス
イ
カ
」
は
「
大
浜
み
や
こ
」
と
並
ぶ
手

稲
山
口
の
特
産
品
で
、
現
在
は
3
戸
の
生
産
者
が
栽
培
。

「
大
浜
み
や
こ
」
と
同
様
に
砂
地
の
畑
で
栽
培
さ
れ
、
果

実
の
し
ま
っ
た
肉
質
と
朝
晩
の
寒
暖
差
が
引
き
出
す
抜
群

の
甘
味
に
定
評
が
あ
り
ま
す
。

　

初
セ
リ
に
か
け
ら
れ
た
の
は
「
マ
イ
テ
ィ
ー
21
」
と
い

う
品
種
で
、
今
年
は
蒸
し
暑
さ
が
ず
っ
と
続
い
て
い
た
た

め
成
長
が
早
ま
り
状
態
の
良
い
も
の
に
仕
上
が
り
ま
し
た
。

　
「
サ
ッ
ポ
ロ
ス
イ
カ
」
を
生
産
す
る
Ｊ
Ａ
さ
っ
ぽ
ろ
果

実
部
会
長
の
松
森
剛
さ
ん
は
「
半
月
型
に
切
っ
て
豪
快
に

食
べ
て
欲
し
い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

※
出
荷
は
8
月
下
旬
で
終
了
い
た
し
ま
し
た
。

今
年
も
大
浜
み
や
こ
と

今
年
も
大
浜
み
や
こ
と

サ
ッ
ポ
ロ
ス
イ
カ
の
初
セ
リ
が

サ
ッ
ポ
ロ
ス
イ
カ
の
初
セ
リ
が

札
幌
市
中
央
卸
売
市
場
で

札
幌
市
中
央
卸
売
市
場
で

行
な
わ
れ
ま
し
た
！

行
な
わ
れ
ま
し
た
！

ＪＡさっぽろ果実部会の皆さんとみやこレディー

大浜みやこの初セリで取材を受ける松森部会長

最高値がついたサッポロスイカ

組
合
員

組
合
員
さ
ん
の

さ
ん
の

活
動
活
動
をを
紹
介
紹
介
し
ま
す

し
ま
す
！！
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7
月
7
日
（
金
）、
南
統
括
支
店
で
は
、
同
地
区

組
合
員
瀬
戸
修
一
さ
ん
が
経
営
す
る
砥
山
ふ
れ
あ
い

果
樹
園
で
、
み
す
ま
い
幼
稚
園
の
園
児
25
名
と
先
生

4
名
、
地
区
役
員
2
名
、
南
統
括
支
店
職
員
4
名
で

初
め
て
の
取
り
組
み
と
な
る
ハ
ス
カ
ッ
プ
狩
り
を
行

い
ま
し
た
。

　

ハ
ス
カ
ッ
プ
の
木
々
の
高
さ
が
園
児
の
背
丈
と
同

じ
く
ら
い
で
手
が
届
く
こ
と
も
あ
り
、
園
児
達
は
ハ

ス
カ
ッ
プ
を
摘
み
取
り
「
う
ま
く
取
れ
た
！
」
と
、

楽
し
み
な
が
ら
挑
戦
し
て
い
ま
し
た
。

　

こ
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
瀬
戸
さ
ん
は
「
昔
と

違
っ
て
現
代
は
な
か
な
か
畑
で
収
穫
す
る
機
会
が
な

い
の
で
、
園
児
た
ち
に
農
村
の
現
場
を
見
て
も
ら

い
、
こ
の
体
験

が
将
来
の
記
憶

と
し
て
残
っ
て

ほ
し
い
」
と
話

し
て
い
ま
し
た
。

　

7
月
4
日
（
火
）
か
ら
5
日
（
水
）
の
2
日
間
、
青
年
部
北
札
幌

支
部
（
坂
東
拓
也
支
部
長
）
で
は
、
部
員
12
名
と
職
員
3
名
が
参
加

し
4
年
ぶ
り
に
道
内
視
察
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

1
日
目
は
、
砂
川
市
に
あ
る
北
海
道
ス
イ
コ
ー
（
株
）
の
工
場

で
、
農
業
用
と
し
て
も
使
用
さ
れ
る
タ
ン
ク
の
製
造
工
程
を
見
学
。

そ
の
後
、
旭
川
市
で
農
業
用
ビ
ニ
ー
ル
の
加
工
や
包
装
を
担
う
第
一

化
学
工
業
を
訪
問
し
、
営
農
に
関
わ
る
資
材
が
ど
の
よ
う
に
製
造
・

提
供
さ
れ
る
の
か
学
び
、
最
後
は
男
山
酒
造
で
酒
蔵
見
学
や
試
飲
な

ど
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

2
日
目
は
、
旭
川
市
の
大
雪
窯
に
て
陶
芸
を
体
験
し
ま
し
た
。
道

内
視
察
の
締
め
く
く
り
は
予
定
に
な
か
っ
た
芦
別
市 

大
橋
さ
く
ら

ん
ぼ
園
で
の
さ
く
ら
ん
ぼ
狩
り
。
坂
東
支
部
長
は
「
や
は
り
仲
間
と

直
接
親
睦
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
の
は
素
晴
ら
し
い
こ
と

で
す
。
来
年
以
降
も
続
け
て
い
き
た
い
で
す
」
と
話
す
な
ど
、
久
々

に
部
員
同
士
の

交
流
を
楽
し
ん

だ
2
日
間
と
な

り
ま
し
た
。

�（
荒
井
特
派
員
）

　

7
月
10
日
（
月
）、
女
性
部
平
岸
支
部
（
古
屋
妙

子
支
部
長
）
で
は
、
部
員
12
名
と
職
員
2
名
が
参
加

し
、
当
別
・
岩
見
沢
方
面
へ
の
日
帰
り
研
修
旅
行
を

実
施
し
ま
し
た
。「
ロ
イ
ズ
カ
カ
オ
＆
チ
ョ
コ
レ
ー

ト
タ
ウ
ン
」
で
工
場
見
学
を
行
な
い
、
チ
ョ
コ
レ
ー

ト
が
出
来
る
ま
で
の
工
程
や
歴
史
に
つ
い
て
学
び
、

見
学
後
は
工
場
直
売
店
で
カ
ゴ
い
っ
ぱ
い
に
買
い
物

を
楽
し
み
ま
し
た
。
そ
の
後
、「
い
わ
み
ざ
わ
バ
ラ

園
」
で
約
6
3
0
品
種
8
8
0
0
株
の
多
種
多
様
な

バ
ラ
を
堪
能
。
美
味
し
い
食
べ
物
と
綺
麗
な
バ
ラ
に

身
体
も
心
も
癒
さ
れ
、
古
屋
支
部
長
は
「
4
年
ぶ
り

の
研
修
旅
行
開
催
で
、
当
日
は
気
温
30
度
越
え
と
な

り
少
し
不
安
も

あ
り
ま
し
た

が
、
元
気
な
部

員
の
皆
さ
ん
と

一
緒
に
楽
し
い

時
間
を
過
ご
す

こ
と
が
で
き
て

大
変
満
足
し
て

い
ま
す
」
と
話

し
て
い
ま
し
た
。

�（
庄
原
特
派
員
）

南
統
括
支
店
協
同
活
動

瀬
戸
さ
ん
の
果
樹
園
で

園
児
た
ち
が
収
穫
体
験

青
年
部
北
札
幌
支
部

一
泊
二
日
の
道
内
視
察

久
々
の
交
流
に
笑
顔

女
性
部
平
岸
支
部

チ
ョ
コ
レ
ー
ト
や
バ
ラ
に
囲
ま
れ

大
満
足
な
研
修
旅
行

園児にハスカップ摘みを教える瀬戸さん

青年部北札幌支部の皆さん

女性部平岸支部の皆さん

SDG4
質の高い教育
をみんなに
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●● 組合員組合員さんのさんの活動活動をを紹介紹介しますします！！

　

7
月
21
日
（
金
）、
女
性
部
北
札
幌
支
部
（
土
谷
眞
理
子

支
部
長
）
で
は
部
員
16
名
と
職
員
4
名
が
参
加
し
、
余
市
方

面
へ
の
日
帰
り
現
地
研
修
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
積
丹
の
「
鱗
晃
」
で
生
ウ
ニ
丼
を
堪
能
し
て
お

腹
が
満
た
さ
れ
た
後
、
余
市
の
道
の
駅
に
立
ち
寄
り
買
い
物

を
楽
し
み
、
ニ
ト
リ
観
光
果
樹
園
で
さ
く
ら
ん
ぼ
を
購
入
。

そ
し
て
、
小
樽
市
に
向
か
い
田
中
酒
造
を
見
学
し
て
、
1
時

間
ほ
ど
小
樽
市
内
を
散
策
。
最
後
に
新
南
樽
市
場
で
海
産
物

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
。
盛
り
沢
山
の
内
容
に
部
員
の
皆
さ
ん
は
大

満
足
の
様
子
で
し
た
。
土
谷
支
部
長
は
「
久
し
ぶ
り
に
部
員

の
皆
さ
ん
と
お
会

い
で
き
嬉
し
く
思

い
ま
す
。
ま
た
部

員
の
皆
さ
ん
の
ご

協
力
も
あ
り
笑
顔

で
楽
し
く
研
修
を

行
う
こ
と
が
で
き

ま
し
た
」
と
話
す

な
ど
笑
顔
い
っ
ぱ

い
の
研
修
旅
行
と

な
り
ま
し
た
。�

�

（
池
田
特
派
員
）

　

7
月
18
日
（
火
）、
資
産
管
理
部
会
琴
似
支
部
（
池
田

康
幸
支
部
長
）・
青
色
申
告
会
琴
似
支
部
（
近
藤
克
宜
支

部
長
）
で
は
、
会
員
22
名
と
職
員
3
名
が
参
加
し
、
合
同

現
地
研
修
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

見
学
先
の
航
空
自
衛
隊
千
歳
基
地
で
は
概
要
説
明
の

他
、
U

─

1
2
5
A
救
難
捜
索
機
に
搭
乗
し
、
F

‌

15
戦
闘

機
を
見
学
。
当
日
は
「
千
歳
の
ま
ち
の
航
空
祭
2
0
2
3

（
7
月
30
日
）」
に
伴
う
展
示
飛
行
の
練
習
が
行
な
わ
れ
て

い
た
た
め
、
戦
闘
機
が
爆
音
を
轟
か
せ
て
飛
び
立
つ
様
子

を
近
く
で
見
る
事
が
で
き
、
貴
重
な
体
験
と
な
り
ま
し
た
。

　

研
修
後
は
恵

庭
の
焼
肉
食
べ

飲
み
放
題
店
舗

に
て
懇
親
会
を

開
催
し
、
親
睦

を
深
め
ま
し
た
。

�（
谷
本
特
派
員
）

女
性
部
北
札
幌
支
部

お
楽
し
み
が
詰
ま
っ
た

日
帰
り
現
地
研
修
！

資
産
管
理
部
会
琴
似
支
部
・
青
色
申
告
会
琴
似
支
部

貴
重
な
体
験
に
興
奮

千
歳
基
地
で
現
地
研
修
会

女性部北札幌支部の皆さん

　

7
月
25
日
（
火
）
か
ら
7
月
26
日
（
水
）、
女
性

部
西
町
支
部
（
竹
本
美
知
子
支
部
長
）
で
は
、
部
員

9
名
と
職
員
2
名
が
参
加
し
、
4
年
ぶ
り
と
な
る
一

泊
二
日
の
研
修
旅
行
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
積
丹
・
余
市
・
小
樽
へ
行
き
、
さ
く
ら

ん
ぼ
や
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
な
ど
の
果
物
狩
り
を
堪
能
。

そ
の
後
、
小
樽
運
河
ク
ル
ー
ズ
に
乗
船
し
歴
史
的
建

造
物
を
間
近
で
見
た
り
、
小
樽
の
歴
史
に
つ
い
て
学

ぶ
な
ど
、
充
実
し
た
時
間
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
竹
本
支
部
長
は
「
部
員
皆
さ
ま
の
ご
協
力
も

あ
り
、
4
年
ぶ
り
に
研
修
旅
行
を
行
な
う
こ
と
が
で

き
た
こ
と
を
嬉
し
く
思
い
ま
す
。
今
後
も
、
女
性
部

を
通
じ
て
西
町
地
区
を
盛
り
上
げ
て
い
き
た
い
で

す
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。�

（
佐
々
木
特
派
員
）

女
性
部
西
町
支
部

一
泊
二
日
の
研
修
旅
行

果
物
狩
り
と
運
河
ク
ル
ー
ズ女性部西町支部の皆さん

資産管理部会琴似支部と青色申告会琴似支部の皆さん
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8
月
6
日
（
日
）、
厚
別
地
区
で
Ｊ
Ａ
ま
つ
り

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
当
日
は
、
平
岸
天
神
太
鼓

や
キ
ッ
ズ
ダ
ン
ス
な
ど
盛
り
だ
く
さ
ん
の
ス
テ
ー

ジ
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
他
、
地
元
の
農
産
物
の
即
売

コ
ー
ナ
ー
に
て
札
幌
産
野
菜
は
も
と
よ
り
、
Ｊ
Ａ

い
し
か
り
の
協
力
の
も
と
石
狩
産
の
野
菜
も
販

売
。
同
ま
つ
り
で
特
に
人
気
な
の
が
青
年
部
・
女

性
部
コ
ー
ナ
ー
。
青
年
部
は
、
焼
き
そ
ば
や
焼
き

鳥
な
ど
、
女
性
部
は
、
部
員
さ
ん
手
作
り
の
い
も

も
ち
や
ゆ
で
と
う
き
び
を
販
売
し
、
両
コ
ー
ナ
ー

共
に
多
く
の
来
場
者
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

　
Ｊ
Ａ
ま
つ
り
実
行
委
員
長
で
あ
る
当
Ｊ
Ａ
の
木

内
克
博
理
事
は
、「
当
日

は
朝
の
大
雨
で
不
安
も
あ

り
ま
し
た
が
、
た
く
さ
ん

の
地
域
の
皆
さ
ん
に
ご
来

場
い
た
だ
き
感
謝
し
て
お

り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
伝

統
の
Ｊ
Ａ
ま
つ
り
を
継
続

し
て
い
く
な
ど
地
域
に
愛

さ
れ
る
Ｊ
Ａ
づ
く
り
に
務

め
て
ま
い
り
ま
す
」
と
感

謝
を
伝
え
ま
し
た
。

　

札
幌
市
農
協
役
員
O
B
会

（
池
田
敏
男
会
長
）
で
は
、

会
員
18
名
・
役
職
員
12
名
が

参
加
し
、
A
N
A
ク
ラ
ウ
ン

プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
札
幌
に
て
第

23
回
定
期
総
会
を
開
催
し
ま

し
た
。
総
会
で
は
事
業
報

告
・
収
支
決
算
の
他
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

影
響
に
よ
り
自
粛
し
て
い
た

新
年
交
礼
会
の
開
催
を
盛
り

込
ん
だ
事
業
計
画
、
任
期
満

了
に
伴
う
役
員
改
選
な
ど
、

提
出
さ
れ
た
議
案
は
全
て
満

場
一
致
で
承
認
さ
れ
ま
し

た
。
総
会
後
に
は
4
年
振
り

の
懇
親
会
が
行
な
わ
れ
、
近

況
や
思
い
出
話
な
ど
会
話
も

弾
み
、
新
年
交
礼
会
で
の
再

会
を
約
束
し
閉
会
と
な
り
ま

し
た
。

厚
別
地
区
で
4
年
振
り
の

Ｊ
Ａ
ま
つ
り
開
催

札
幌
市
農
協
役
員
O
B
会

新
会
長
に
松
下
信
一
さ
ん
が
就
任

第
23
回
定
期
総
会
開
催

青年部は青年部オリジナルロゴデザイン入りの厚別限定Tシャツを作成して
盛り上げました

大人気！女性部手作りのいももち

時折の雨にも関わらず多くの来場者でにぎわいました

札幌市農協役員
OBの皆さん
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●● 組合員組合員さんのさんの活動活動をを紹介紹介しますします！！

　
「
市
立
札
幌
み
な
み
の
杜
高
等
支
援
学
校
」
の

生
徒
た
ち
が
、
小
林
牧
場
の
小
林
智
行
さ
ん
（
厚

別
地
区
組
合
員
）、
札
幌
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
総
料

理
長
の
伊
藤
博
之
さ
ん
の
2
人
の
プ
ロ
フ
ェ
ッ

シ
ョ
ナ
ル
と
同
じ
空
間
を
共
有
し
、「
学
び
・
想

像
力
」
を
カ
タ
チ
に
す
る
こ
と
を
コ
ン
セ
プ
ト
と

し
た
食
育
授
業
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

生
徒
た
ち
は
実
際
に
小
林
牧
場
を
訪
ね
、
乳
牛

を
間
近
に
小
林
さ
ん
か
ら
生
産
者
の
想
い
を
受
け

取
り
、
伊
藤
総
料
理
長
か
ら
の
授
業
・
調
理
実
習

で
は
、
い
ち
ご
ミ
ル
ク
プ
リ
ン
と
杏
仁
風
味
の
ク

レ
ー
ム
・
ア
ン
グ
レ
ー
ズ
に
つ
い
て
学
び
調
理
し

ま
し
た
。
2
人
の
プ
ロ

フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
と
生
徒

の
想
い
が
込
め
ら
れ
た
、

小
林
牧
場
物
語
さ
わ
や
か

牛
乳
を
使
用
し
た
デ
ザ
ー

ト
は
、
9
月
30
日
に
開
催

の
「
み
な
杜
マ
ル
シ
ェ
」

で
お
披
露
目
と
な
り
、
10

月
以
降
に
同
校
で
通
常
商

品
と
し
て
販
売
さ
れ
る
予

定
で
す
。

　

小
林
さ
ん
は
「
伊
藤
総

料
理
長
、
み
な
み
の

杜
高
等
支
援
学
校
の

皆
さ
ん
に
協
力
い
た

だ
き
な
が
ら
、
牛
乳

消
費
拡
大
に
取
り
組
め
る
こ
と
に
感
謝
し
て
お
り

ま
す
。
こ
の
取
り
組
み
を
き
っ
か
け
に
多
く
の
方

に
北
海
道
の
美
味
し
い
牛
乳
を
飲
ん
で
い
た
だ
け

れ
ば
嬉
し
く
思
い
ま
す
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

Ｊ
Ａ
さ
っ
ぽ
ろ
は
、
今
後
も
生
産
者
・
料
理

人
・
生
徒
た
ち
、
そ
し
て
消
費
者
を
紡
ぎ
、
よ
り

多
く
の
方
に
札
幌
近
郊
の
農
畜
産
物
消
費
の
輪
が

広
が
る
活
動
を
行
な
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

7
月
10
日
（
月
）、
酪
農
畜
産
部
会
（
萩
中
昭
夫
部
会
長
）

で
は
、
部
会
員
14
名
が
参
加
し
、「
第
35
回
国
際
農
業
機
械

展 

i
n 

帯
広
2
0
2
3
」
に
て
視
察
研
修
を
行
な
い
ま
し
た
。

　

研
修
は
札
幌
西
酪
農
振
興
会
（
牧
野
義
幸
会
長
）
と
の
合

同
開
催
で
、
5
年
振
り
に
開
催
さ
れ
た
国
内
最
大
級
規
模
の

農
業
機
械
展
は
、
ス
マ
ー
ト
農
業
な
ど
農
業
分
野
の
将
来
が

想
像
で
き
る
展
示
会
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　

国
内
有
数
の
農
業
地
帯
で
「
農
業
王
国
」
と
も
呼
ば
れ
る

十
勝
地
方
は
、
広
大
な
十
勝
平
野
で
の
大
規
模
な
畑
作
経

営
・
畜
産
業
が
展
開
さ
れ

て
い
て
、
そ
れ
だ
け
に
大

型
の
農
業
機
械
は
欠
か
せ

な
い
存
在
と
な
っ
て
い
ま

す
。
当
部
会
で
も
高
齢
化

に
よ
る
人
手
不
足
や
肥

料
・
飼
料
の
高
騰
な
ど
さ

ま
ざ
ま
な
課
題
を
抱
え
て

い
ま
す
が
、
課
題
解
決
に

向
け
部
会
員
一
丸
と
な
り

取
り
組
む
事
を
再
確
認
し

た
視
察
研
修
と
な
り
ま
し

た
。�

（
松
山
特
派
員
）

札
幌
近
郊
農
畜
産
物
の
消
費
拡
大
を
応
援

モ
ア
ミ
ル
ク
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

酪
農
畜
産
部
会

課
題
解
決
へ
の
意
欲
湧
く

未
来
を
感
じ
る
視
察
研
修

小林牧場の圃場見学

調理実習後の集合写真

酪農畜産部会の皆さん

調理実習で完成したいちごミルクプリン
と杏仁風味のクレーム・アングレーズ
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伝言板伝言板 vol.300

JA info rmation 

〈まとめ方〉
1．農ビと農ポリに分ける。
　 農　ビ：�「農ビ」マークがついている、主にハウス、トンネル用農ビフィルム
　 農ポリ：�ポリエチレン製（マルチフィルム・肥料袋・軟質潅水チューブ・ハウスバンド・シート・

フレコンバック）、ポリオレフィン製
2．石や針金など硬い異物を取り除き、できるだけ土も落とす。
3．一束の重さは 10～20kg を目安として梱包する。
　 ※�回収量によって個別回収の対応も可能ですので、お問い合わせください（別途料金）。

〈廃プラスチック類処理費（運搬・処分）〉
35 円 /kg（税別）※令和 3年 5月 1日以降

☆重量の目安　※新品の場合の目安のため、水や泥で 2～3割は増える見込みです。

農ビ（幅 1.5m、厚さ 0.1mm） 肥料袋 農ポリ

100mで 19.7kg 100 枚で 9.0kg 100m で 8.3kg

　
農
家
組
合
員
の
皆
さ
ま
へ
「
農
業
用
廃
プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
」
の
回
収
日
を
お
知
ら
せ
い
た
し
ま

す
。

　
該
当
す
る
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
は
、
以
下
の
方

法
で
ま
と
め
、
ス
ム
ー
ズ
に
処
理
で
き
る
よ
う

準
備
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
回
収
に
つ
い
て

は
、
例
年
通
り
指
定
さ
れ
た
日
時
に
回
収
場
所

へ
廃
プ
ラ
を
運
搬
し
て
い
た
だ
き
、
処
理
費
用

は
個
人
負
担
と
な
り
ま
す
の
で
予
め
ご
了
承
く

だ
さ
い
。

農
業
用
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

回
収
日
の
ご
案
内

「
農
ビ
」と「
農
ポ
リ
」の

2
種
類
に
分
別
し
て
く
だ
さ
い SDG12

つくる責任
つかう責任

回収場所 回収日

南経済店 11 月 1 日（水）

手稲経済店 11 月 2 日（木）

清田経済店倉庫 11 月 6 日（月）

玉葱選果場駐車場 11 月 7 日（火）

上篠路倉庫 11 月 8 日（水）

仮決算棚卸に伴う
経済店舗臨時休業のお知らせ

9 月 30 日土
　各経済店舗は仮決算棚卸のため、上記日程を臨時休業とさせていただきます。
　組合員の皆さまには大変ご迷惑をお掛けいたしますがご理解のほどよろしく
お願い申し上げます。

■お問い合わせ
　�経済部営農課�
TEL：782−8130�
または各経済店へ
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伝言板伝言板 vol.300

JA info rmation 

ど
ん
な
お
店
な
ん
で
す
か
？

　
北
海
道
産
の
野
菜
を
使
っ
た
『
お
や
つ
』

を
ひ
と
つ
ひ
と
つ
丁
寧
に
作
る
お
店
で
す
！

北
海
道
に
は
美
味
し
い
野
菜
が
た
く
さ
ん
あ

り
ま
す
。
北
海
道
で
は
珍
し
く
、
さ
つ
ま
い

も
を
栽
培
し
て
い
る
農
家
さ
ん
と
知
り
合
っ

た
こ
と
を
き
っ
か
け
に
野
菜
の
『
お
や
つ
』

こ
れ
が
名
前
の
由
来
で
す
。

ど
う
し
て
規
格
外
野
菜
？

　
恥
ず
か
し
な
が
ら
、
毎
年
規
格
外
野
菜
が

こ
ん
な
に
多
く
出
て
い
る
こ
と
を
知
り
ま
せ

ん
で
し
た
。
し
か
も
農
家
さ
ん
の
知
り
合
い

が
い
た
の
に
…
。
規
格
外
野
菜
は
加
工
す
る

に
も
手
間
が
か
か
る
た
め
、
企
業
採
用
さ
れ

に
く
い
こ
と
を
知
り
、
な
ん
と
か
こ
の
野
菜
を

使
い
た
い
と
思
い
ま
し
た
。
試
行
錯
誤
の
す

え
加
工
に
手
間
が
か
か
る
分
、
製
造
工
程
を

単
純
化
す
る
こ
と
で
還
元
で
き
れ
ば
と
レ
シ

ピ
を
見
直
し
ま
し
た
。
ま
た
、
で
き
る
だ
け
単

純
化
す
る
こ
と
で
娘
に
も
作
り
や
す
い
レ
シ

ピ
に
な
り
ま
し
た
。
微
力
な
が
ら
フ
ー
ド
ロ
ス

問
題
に
貢
献
で
き
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

を
作
ろ
う
と
思
い
ま
し
た
。
さ
ら
に
札
幌
黄

を
栽
培
し
て
い
る
農
家
さ
ん
と
は
元
々
知
り

合
い
だ
っ
た
の
で
、
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
で

き
れ
ば
と
思
い
ま
し
た
。
自
分
た
ち
の
野
菜

を
一
生
懸
命
全
国
の
皆
さ
ん
へ
発
信
し
て
い

る
農
家
さ
ん
た
ち
の
お
役
に
立
て
れ
ば
と
思

い
、
そ
れ
ぞ
れ
の
野
菜
の
味
を
活
か
し
た

『
お
や
つ
』
に
し
ま
し
た
。
お
菓
子
で
は
な

く
『
お
や
つ
』
に
し
た
の
は
、
食
べ
飽
き
な

い
素
朴
な
味
に
し
た
か
っ
た
か
ら
で
す
。

お
店
の
名
前
の
由
来
は
？

　
2
人
の
娘
の
名
前
か
ら
1
文
字
ず
つ
も
ら

い
ま
し
た
。
ネ
ッ
ト
で
調
べ
る
と
同
じ
名
前

の
お
花
が
あ
っ
た
の
で
、
ロ
ゴ
の
色
に
採
用

し
ま
し
た
。

　
娘
た
ち
に
は
、
ケ
ー
キ
製
造
の
手
伝
い
、

野
菜
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
イ
ラ
ス
ト
や
シ
ョ
ッ

プ
ロ
ゴ
を
作
っ
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。
家
族

で
経
営
す
る
こ
と
で
子
供
達
の
社
会
勉
強
と

な
り
、
2
人
が
大
人
に
な
っ
た
時
に
社
会
で

『
生
き
て
い
く
力
』
を
付
け
て
も
ら
い
た
い

…
そ
し
て
綺
麗
な
花
を
咲
か
せ
て
欲
し
い
。

や
さ
い
の
お
や
つ 

ブ
ル
ー
ブ
ロ
ッ
サ
ム

北
海
道
産
の
野
菜
を
使
っ
た
『
お
や
つ
』
を

心
を
込
め
て
作
っ
て
い
ま
す

ブルーブロッサムを営む
工藤さんご家族を取材しました。

口に入れると風味はまる
で抹茶 !! 札幌産の小松菜
（春のセンバツ）をたっ
ぷり使ったしっとりパウ
ンドケーキです。栄養豊
富な小松菜の香り、抹茶
のような風味をお楽しみ
ください !!

こまつなパウンド
� 1 カット 350 円（税込）

たまねぎパウンド 札幌黄
� 1 カット 350 円（税込）

お店紹介

札幌黄の甘さとコクが感動の
一品！上は黒コショウのスパイ
シーさ！中はほんのり甘い 2つ
の味が楽しめ、朝食やお酒の
おつまみにピッタリな食事系
パウンド。北海道産のたまね
ぎ（札幌黄）をたっぷり使っ
たしっとりパウンドケーキです。

札幌産の野菜を
使っています！

札
幌
産
小
松
菜
や
札
幌
黄
を
使
用
し
た
パ
ウ
ン
ド
ケ
ー
キ
が
話
題

商品の購入方法など
お店の詳しい
情報はコチラ！
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　「ＪＡさっぽろ　北大公開講座」は、日本最初の高等農業教育機関と言われる札幌農学校を
前身とする北海道大学の構内で農業や食料、協同組合などについて学ぶ講座です。
　知っているようで知らない農業や食料のこと。北大の先生が分かりやすく解説します！

日　時：令和 5年 11月 25日（土）　10：00～12：00
会　場：北海道大学　農学部（札幌市北区北 9条西 9丁目）

＊ JR札幌駅より徒歩 13 分
＊市営地下鉄「さっぽろ駅」より徒歩 15 分、「北 12 条駅」より徒歩 11 分

講　師：北海道大学大学院　農学研究院　小林国之　准教授
テーマ：「農場から食卓へ　国際化する日本の食を考える」

日本のおかれている食の状況を説明したうえで、地産地消や食料自給率の意味、� �
北海道の農業の役割についてお話しします。

＊協力：「北海道大学大学院農学研究院　地域連携経済学研究室」

【参加資格】ＪＡさっぽろの組合員（ご家族含む）
【募集定員】30 名程度
【申込方法】�ハガキ・FAX・Eメールのいずれかの方法で、①郵便番号、②住所、③氏名、④年齢、⑤電話番号をご

記入の上、下記宛て先までご応募ください。� �
＊ご同伴の方も「③氏名」、「④年齢」をご記入ください。

【宛 て 先】�〒 060‒0010　札幌市中央区北 10 条西 24 丁目 1番 10 号� �
「ＪＡさっぽろ　北大公開講座」　係� �
FAX：（011）621‒1449　Eメール：kk_keiei@ja-sapporo.or.jp

【締め切り】令和 5年 10 月 31 日（火）（定員になり次第、締め切らせていただきます。）
【お問合せ】ＪＡさっぽろ　経営企画部　経営企画課　TEL：（011）621‒1980

※参加予定者には、11 月 15 日（水）までにＪＡより会場などの詳細についてご連絡いたします。
※講座風景を北大およびＪＡの広報誌やホームページなどに掲載させていただく場合があります。予めご了承の上、お申し込みください。
※参加申込で知り得た個人情報については、参加資格の確認およびご案内を発送する目的以外に利用いたしません。

参加
無料

受講者募集！ ＼ 北
大の先生に教えてもらおう！／

ＪＡさっぽろ 北大公開講座

JAさっぽろ「小林牧場」生乳と
JAひだか東「すずあかね」苺を使用した
コラボレーション商品が新登場！！

たし用使を）東かだひAJ（」ねかあずす「と）ろぽっさAJ（」乳生の場牧林小「
「北海道小林牧場物語のむヨーグルトすずあかね（苺）」が新札幌
乳業（株）より8月１日から販売されています。
小林牧場の生乳を使用したヨーグルトに、すずあかね（苺）を丸ごとピュー
レーにして入れているので、ヨーグルトのコクと苺の豊かな香りと甘酸っぱい
爽やかな味わいが特徴です。
小林牧場・苺の生産者の想いが込められた新商品をぜひお楽しみ
いただけますと嬉しく思います。

商品の詳細や
販売先については、
こちらから

ご確認いただけます。
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理
事
会
だ
よ
り

第
4
回
定
例
理
事
会

　
令
和
5
年
7
月
28
日
（
金
）
午
後
1
時
00
分
よ

り
本
店
役
員
会
議
室
に
お
い
て
第
4
回
定
例
理
事

会
が
開
催
さ
れ
た
。

●
協
議
事
項

1
、令
和
4
年
度
決
算
版
デ
ィ
ス
ク
ロ
ー
ジ
ャ
ー
誌
に

つ
い
て

記
載
内
容
が
説
明
さ
れ
、
可
決
決
定
。

尚
、
7
月
末
ま
で
に
当
組
合
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
開
示

す
る
こ
と
、
及
び
冊
子
に
つ
い
て
は
店
舗
及
び
事
務
所

に
備
え
付
け
す
る
旨
が
補
足
説
明
さ
れ
た
。

●
報
告
事
項

1
、内
部
監
査
結
果
報
告
（
令
和
5
年
度
第
1
四
半
期
）

2
、令
和
5
年
度
上
期
地
区
別
懇
談
会
資
料
等
に
係
る

質
問
・
意
見
等
の
広
報
誌
掲
載
に
つ
い
て

3
、札
幌
市
農
業
委
員
推
薦
結
果
に
つ
い
て

4
、反
社
会
的
勢
力
と
の
取
引
排
除
に
係
る
対
応
状
況

に
つ
い
て

5
、疑
わ
し
い
取
引
の
届
出
状
況
報
告
に
つ
い
て

6
、令
和
5
年
度
第
1
四
半
期
余
裕
金
等
運
用
実
績
報

告
7
、総
体
的
な
リ
ス
ク
量
の
報
告
に
つ
い
て

8
、「
有
価
証
券
に
係
る
リ
ス
ク
の
量
的
管
理
」
の
報
告

に
つ
い
て

9
、令
和
4
年
産
全
期
共
計
玉
葱
最
終
清
算
に
つ
い
て

10
、�6
月
末
財
務
状
況
報
告

11
、�6
月
末
組
合
員
加
入
・
脱
退
状
況
報
告
及
び
未

済
持
分
譲
渡
報
告

12
、�7
月
の
動
静
と
8
月
の
予
定
に
つ
い
て

13
、�札
幌
協
同
振
興（
株
）の
第
1
四
半
期
実
績
報
告

（
閉
会
・
午
後
2
時
26
分
）

 ＪＡさっぽろDATA 令和5年7月末業務実績 令和5年6月末業務実績

組合員数
正組合員 3,476名 3,465名
准組合員 32,082名 31,959名

合　計 35,558名 35,424名
出資金残高 66億4千1百万円 65億8千万円
販売取扱高 4億7千1百万円 3億2千2百万円
購買供給高 3億7千5百万円 3億1千2百万円
貯金残高 3,468億1千1百万円 3,473億6千1百万円
融資残高 922億3千3百万円 919億7千8百万円
共済保有高 5,915億8千2百万円 5,925億4千1百万円
施設建設取扱高 9千8百万円 9千8百万円
管理受託戸数 4,590戸 4,601戸
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